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日本経済・日本企業が世界のメインステージ

から離されつつある現状の中で，日本の経営史

家は自分自身の研究の拠り所さえ失いかねない

事態に陥っている。安部氏の近著『文化と営利』

は，そんな暗雲が垂れ込める学会に，対処療法

のようなちまちましたことをせずに，王道を行

けと自らの筆をもって示している野心作である。

人々や組織や社会の「思考・言説・行動のパ

ターン」=文化と，人々に生きる糧を与えてく

れる営利活動や営利組織を取り上げてその関係

性，これを筆者は「共進化」と呼んで分析対象

としている。基本的認識として人々が共有する

文化が資本主義の形を性格づけている。宗教が

文化に与える影響から逃げず，取り扱う国はイ

ギリス，アメリカ，中国，イタリア，ドイツ，

日本と幅広い。

経営文化としてメスを入れるのは，階級構

成，宗教，企業構造，教育制度，民族，社会思

想，社会変革，人の関係性，地域性などであ

り，それぞれの国の特性に合わせて，取り上げ

るトピックに強弱がある。氏自身のその国にま

つわる個人的な体験が挟み込まれていて，文化

というつかみ所の無いテーマに同じ目線からの

観察がはめ込まれたような味わいを出してい

る。最後に主に宗教の違いに根ざした文化間の

衝突と企業の海外進出（特に工場の進出のよう

な大集団の雇用者を伴うもの）に付随した「営

利と文化の共進化」に筆を進めている。

これらの考察で氏が深く観察してきた国がい

かに多様であるか，そして深く考察できる力量

を持たれていることを改めて思い知らされる。

多様な思想と価値に対する考察も西洋と東洋を

股に掛けて古典から現代の研究まで議論を進め

る凄みを見せてくれる。

私が院生だった 30 年ほど前，経営史学会の

部会は実に面白かった。安部悦生氏をはじめと

して米倉誠一郎，橘川武郎，橋本寿朗といった

脂の乗った論客が発表者の報告を題材に縦横無

尽に論戦を繰り広げていた。安部氏の当時の印

象はチャンドラリアン（経営史の泰斗アルフ

レッド・チャンドラーの信奉者）であり，アメ

リカのビックビジネスの存在を下敷きにしなが

ら外から日本の経営を評するようなスケールの

大きさが駆け出しの院生にはキラキラ輝いて見

えた。その後，大学経営の激務に忙殺され，氏

の次なる大テーマを間近に聞く機会は長らく失

われていた。それから解放され，ため込まれた

マグマのように一気に目の前に披見された。こ

の書で大きな舞台を用意したよ，この舞台の上

に次なる経営史学のワクワクするテーマが転

がっているだろう，それを掴むのはもう僕じゃ

ないよ，と言っておられるのか。いや先生と

もっと議論しないと，答えは見いだすことが出

来ません。まだまだ我々とお付き合いをお願い

します。 （しまだ まさかず）
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